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Ｑ１ 面接で履歴書を見ないで採用を決めたケースは．．．．．．． 

Ａｎｓ． 
面接では履歴書は必ず目を通し、本人に確認を致します。 
私が『第一印象が大切です．．．』とお話したのは、挨拶、身だしなみ、目を見てはっきり

した受け答えをするということです。日常の生活の中で身につけていかなければなりま

せん。チョッとした心構えで付いて行くものです。頑張って下さい。 
 

Ｑ２ 資格などもっていなくても、何か１つのことに打ち込んでいれば、アピールすること

ができますか？ 

Ａｎｓ． 
１つの目的をもって進むことは良いことです。 
自分がこういう仕事をしたい。その仕事が多くの人々を幸せにし、世の中の為に良くな

ることであれば、研究に打ち込んだり、作品に挑戦したり、心思うことを目指し、くじ

けず頑張って下さい。 
 
Ｑ３ 宅建業法の制定に当たっての背景について．．．．．．． 

Ａｎｓ． 
 宅建業法の制定の背景には、戦後の住宅不足にともなう人々の要望により、１つの基

本となる法律が無かった為、不動産取引業者のモラル、仲介手数料の基準、取引の公正

を定めるべく業法制定がなされました。 
（１）業者の登録制度 （２）手数料の基準 （３）監督機関（国土交通大臣・都道府 

県事） （４）宅地建物の利用の促進（流通） が定められました。 
 
Ｑ４ くじけたことはないか、何故ここまで頑張れたか、自信をもっていますか．．．．．．． 

 Ａｎｓ． 
・くじけそうになったことは何回かあります。 
 （１）片腕になっていた人に退職されたとき。 
 （２）せっかく仕事をしたのに支払いをしてもらえなかったとき。 
 （３）収益が落ちて、自己の給料が何ヶ月か受け取れなくなってしまったとき。 
 



・何故頑張れたか 
 （１）常に高い目標を持って仕事をしている。 
 （２）仕事をすることによって、お客様に感謝される。 
 （３）社員、家族を安心させたい。 

 
・自信を持っていますか 
 （１）良いお客様、社員、地域の方々、友人、同業者の方々が回りにたくさんいる。 
 （２）家庭、家族が自分達の目標に向って頑張っている様子がうかがえる。 
 （３）自分は運が良い人間だと常々思っているし、運が良くなるようなことを進んで

行なうように心掛けている。 
 


